
令和８年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

喜来小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○小集団の場では自分の意見を積極的
に伝えることのできる児童が多い。特
に、タブレットを用いた学習では自信を
もって発表する様子が見られる。
●問題文を的確に読み取る力や、自分
の考えの根拠を明確にして表現する力
に課題がみられる。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題に対して、最後まで真
面目に取り組むことができる。
●基礎的な学力や語彙力には個人差が
大きく、特に「聞く・話す・読む・書く」と
いった言語活動を苦手とする児童が多く
みられる。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・読み・書き・計算などの基礎的な知識・
技能を身に付けることができる。
・日常的な読書や言語活動を通して、新
しい語句や言い回しに親しみ、語彙を豊
かにし、話す・聞くことの技能を向上させ
る。

・聞く態度、学習規律の徹底を図る。
・読み、書き、計算などの内容をAIドリル
や小テストを活用して定着を図るととも
に、個に応じた学習を進める。
・視写や音読により、正しい言い回しや
文章の構成に慣れさせ、より適切な表現
ができるようにする。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○自ら課題を探し、解決していこうとする授業の実践
○認め合い、話し合い、学び合う授業の実践

・正確に文章を読んだり、書いたりするこ
とができる。
・文章から必要な情報を的確に読み取
り、自分の考えを根拠や理由とともに筋
道立てて整理し、相手に伝わるように表
現することができる。

・読書活動を充実させ、様々な文章に触
れる機会を作る。（教師や委員会の児童
による読み聞かせ、要約、本の内容に関
するクイズ等学年に応じた取り組みを行
う。）
・ペアやグループでの話し合い活動を取
り入れる。
・思考ツールやICT等を効果的に活用
し、根拠を明確にして考えを表現する力
を高める。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

○難しい課題にも自分なりに考え、前向
きに取り組もうとする児童が多い。また、
自主学習など工夫して学習に取り組むこ
とのできる児童もみられる。
●自ら進んで課題を見つけ、追求しよう
とする意欲や、粘り強く挑戦し続けようと
する姿勢が十分に育っていない。

・主体的に学習に取り組み、自ら課題を
見つけて考え、解決することの楽しさや
達成感を味わうことができるようにする。
・苦手な学習課題にもあきらめずに根気
強く取り組むことができる。

・学んだことを振り返る場を設定し、課題
解決の達成感や次時への問題意識をも
たせる。
・自主学習の充実を図る。（自主学ノート
の使い方の例を示す、友達のノートの紹
介等）
・ICT等を活用して、他の児童の考えに
触れると共に、それを自分の学びに生か
せるようにする。


